
地平上家の耐震診断要否判別法
（Necessity Judgment Method of Seismic Diagnosis for Ground Shed）

【概要】
「鉄骨造旅客上家の耐震診断指針」が地平上家を含む旅客上家の

耐震診断に適用されています。この指針では、地平上家が旧国鉄の
旅客上家標準図（標準上家）と一致すれば耐震診断における個別診
断（以下、本診断）が省略できる診断ルートがあります。しかし、標準上
家と一部でも一致しない場合には本診断が必要な診断ルートとなるた
め、鉄道事業者の労力が非常に大きいことが課題でした。そこで、標
準上家に類似する旅客上家を対象に、本診断の要否を判別する手法
を開発しました。

【特徴】
新設設計に倣って各部材が許容応力度以下であることをエクセルに
より判別します。標準上家に対して柱や梁の断面や屋根幅・柱スパン
等の寸法が異なる場合でも、寸法等をエクセルに入力することにより
本診断の要否を判別することが可能です。

【用途】
地平上家の耐震診断要否の判別に活用できます。
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【実施例】

地平上家の耐震診断要否の検討において、鉄道事業者で活用されて
います。
担当 構造物技術研究部（建築）

・柱・大梁・桁梁の断面寸法
・上家高さ
・屋根幅
・柱スパン
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【適用条件】
国鉄標準設計と同等の柱梁
接合部の収まりであること
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・柱・大梁・桁梁の断面寸法
・上家高さ
・屋根幅
・線路直交方向柱スパン
・線路平行方向柱スパン等の寸法
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